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英

領

印

度

の
開

税

政

策

〔大

正
十

二
年

五

月

す
五

日
癖

声
高

等
商

業
畢

枚

開
校

二
十
周

年

記
念
講

演
倉

に
於

ゆ

る
講

演
〕

瀧

谷

善

一

世

界

大
戦

は
各

観

に
於

け

る
商
業
政
策

に
大

在

る
慶

動

を
輿

へ
允
o

米
国

及

び
英

国

等

の

如
き

先

進
国

に
於

七
保
護

政
策

の
色
彩

が
濃
厚

だ
在

っ
た

の
み

在
ら

ず
'後
藤

は
健

的

又

は
意

決

の
拘
束

に
よ

り
自

由

に
関

税

を
引

上
げ
街

宣

か

っ
た
支

那
'印
度

の
如
き
闇

に
於

で
も
関

税

改

正

を
行

び
'内

地

産
業

を
保
護

せ
ん

だ
す

る
兆

候

を
示
し
凍

っ
た

の
は

我
国

に
だ

っ
て
特

に

注
意

す

.,(
き

乙
}J
で
あ

る
r.
今

我

が
国

の
昨
年

度

の
翰

出
貿

易

に

つ

い

て
観

る

に
'其

四
割

五

分
(七

億

三
千

二
百
高

撃

は
米
国

へ
三

割
(三
億

三
千
番

固
蔭

支
那

へ
'六

牽

九

千
七

百
寓
固
)は
印

度

へ
わ

捻

出

で
あ

る
1

即

ち

支

那
は

我
国

の
第

二
の
碍
意

党

で
あ

-
再

度

は
第

三

の
得

意
党

で
あ

る
o

而

し

て
曲
等

の
国

は
産
業

上
我
国

よ

-

は
後

進
国

で
あ

っ
て
'我
国

の
粗

工
業

品

に

第
三
十
覇
巻

三

五
葡
)

論

挽

英
領
印
度
の
関
税
改
発

第
三
既

二
三



第
三
十
五
巷

へ三
五
六
)

論

説

英
領
印
硬
の
闇
税
政
箕

第
三
戟

二
四

七
も
需

要

す
る

の
で

あ

る
.

而

し

て
我
国

は
地

理

上
此
等

の
国

に
接
近

し
'交

通

の
便

よ

-

運

賃

比
較
的

安

き

ざ
､今

日
迄

此
等

の
国

の
陶
税

甚

だ
低

か
り
し
名

吟
舶
皆

の
販

路

を
得

ら

れ

た

の
で
あ

る
｡

然

る

に
今

夜
'若

し
此
等

の
国

が
陶

枕

の
引

上

に
よ

-
内

地
産
業

を
保
護

す
る
に

至

つ
夜

怒

ら
ば
'我
国

よ

り
輸

出

す

る
粗
工
業
品

の
如

き

は
大
腰
其
閲

に
於

て
生
産

し
得

る
に

至

る

rJ
だ
比
較

的

容

易

で
あ

る
か
ら
'我

が
外
国
貿

易
惹

い
て
は
我
図

工
兼

に
打
撃

を
輿

ふ

る

乙

と
砂

在

か
ら

取
や
あ

ら

う
O

従

っ
て
此

等

の
国

の
産
業

の
登
連
'貿

易
政
策

の
痩
夷

に

つ

い

て
は
常

に
深

甚

有

る
注
意

を
排

は
ね

ば
在
ら

沿
)

就
中
'印
度

の
方

が
支

部

に
比
し

て
我
国

の

輸

出

額
少
さ

も
.陶

枕
政
策

の
壁

更

が
蓮

に
行

は

れ

ん
u
す
る
形

勢

に
あ

る
を
以

て
此

に

印

度

の
陶

枚

政

策

に

つ

き
述

べ
て
世

人

の
注
意

を
喚

起
せ

ん

･,J
欲

す
る

の
で
あ

る
.

〓

先

づ

最
初

に
印
度
関

税

政
策

の
壁
藩

の
大

要

を
説

明

し
ょ

う
.

印
度

の
施

政

政
策

の
麹

港

は
大
鰹

之

を

三

つ
の
時

期

に
舟

ち

て
考

察

す

る

乙
だ
が
出
凍

る
Q

O

O
O

第

一

期

は
東

印
度
倉

敷

の
支

配
時

代

で
あ

っ
て
大
淀

一
七

六

五
年
よ

り

一
八

五
八

年
迄

の

こ

と
や

保
護

の
色
彩

の
あ

っ
允

時
代

で
あ

る
｡

元
凍

印

度

に
於

て
は
'海
施

政

は
盲

-

か
ら
宥



在

し

て
居

っ
た

の
で

あ

る

が
'十

九

世
紀

の
初

迄

は
陶

税

率

は
各

州

に
依

-
差

異

が

あ
b
頗

る

複
雑

で
あ

っ
た
O

を

rJ
で

一
八

7
0
年

の
随
伴

に
よ

h
之

を
簡

単

yJ
L
輸

出

八
枚

共
.健
憤

七

分

竿

を
原

則

だ
L
t例

外

だ
し

て
五

分

叉

は

一
割

を
課

す

る

こ

と

に
し
た
O

而

し

て
此

枚

は

一

八

7

一
年

か
ら

は
外

囲
船

舶

に

て
輸

入
せ

る
貨

物

に
射

し

て
は
倍

額

ビ
せ

ら
れ

溌
o

即

ち

輸

入
船

舶

の
国

籍

に
依

D
.税

率

に
差

別

を
設

け
た

の
で
あ

る
C

共

棲

1
八

三

六
年
関

税

は
引

下

げ

ら

れ
'三
分
等

を
原

則

だ
す

る

に

至

っ
た

が
二

八

四

五
年

に
は
牧

人
増
加

の
薦

め
一
に
五

分

を

原

則

だ
す

る

に

至
り

且

つ
船

舶
陶

籍

差

別
制

度

は

1
八

四

八
年

迄
鹿

痩

せ

ら

れ
た
O

同

年
此

制

度

は
麿

止

せ

ら
れ
､其
代

D

に
袋

物

の
陶

籍

に
依

-
鞠

枚

に
差

別

を
設

-

る

rJ
だ

ヽ
L
t
7
般

外

囲
貨

物

に
封

す

る
掬

稔

を
英

国
貨

物

に
封

す
る
陶

枕

の
倍

額

だ
し

た
｡

3
う

し

て
此

制

度

は

1
八

五

九
年

迄
績

い
た

の
で
あ

る
O

要

す

る

に
此

時

代

に
於

て
は
印

度

の
陶

枕

は
英

国

の

殖

民
政
策

よ

ち

定

め
ら
れ

た

る

も
の
で
あ

っ

て､潤
度

を
し

て
英

国

の
市
場

光

ら
し

ひ

る

乙
W

を

目
的

だ

し
允

る
英

国

の
自

国

産
糞

保
護

政
策

が
街

は
れ

ね

の
で

あ

る
O

O

O

O

第

二

期

は
自

由
貿

易

時
代

で
あ

っ

て
二

八

五

九
年

よ

h

l
九

-
四

年

に

至
る
迄

で
あ

る
Q

印
度

が
東

印
度

昏

歓

の
支

配

よ

h
英

観

の
直

接

支

配

に
属

す

る

}J
同

時

に
'彼

の
印

度

大

数
乳

に
困

る
財

政

の
不

足

を
支
耕

す

る
虐

め

に
､
一
Tt
五
九
年

掬

税

率

の
引

上

を
街

払
'
一
般
税

率

を

第
三
十
五
葛

(三
五
七
)

論

説

英
領
印
度
の
障
税
政
菜

第
三
披

二
五



第
三
十
五
馨

(三
五
八
)

論

説

英
領
印
度
の
関
税
政
策

撃

二
視

三

ハ

碓
慣
五

分

よ

-

1
割

だ
し
た
C

然

し
貨

物

観
籍

差

別
鞠

夜

は
腰

止

せ

ら
れ
た
.

魔

が
其
後

懲

攻

上

の
像

藤

つ
き

た

る
か
,
畝

て

一
八
六

二
年

以
凍
'漸

爽

以
前

の
低
率

に
復

啓

せ

ん

U
す
る
攻

策

が
行

は
れ

た
｡

即

ち

一
八

六

二
年

に
は
'綿

布

祝

を
徒

慣

五
分

に
'細

線
稔

を

三
分
竿

に
引
下

げ
二

八

六
四
年

に
は

1
般

税
率

を

碓
慣

7
割

よ

h
七
分
竿

に
引
下

げ
二

八

七

五
年

に
は
多

-

の
翰

出

現

を
麿

止

し
'
f
般

翰

入
枚

挙

を
七
分

竿

よ

り

五
分

に
引

下
げ
滋

｡

但
し
綿

布

に
封

す

る
五

分
枚
'綿

妹

に
封

す

る
三
分

年

税

は
其
健
据

置

い
允

の
で
元

図
政
府

の
承
認

を
得

る
能

は

事
ノ､ラ

ン
カ

シ
ャ

ー
綿

業

者

の
大
運
動

の
結

畢
印

度

政
府

は
財
政

の
除

幕

つ

き
次
第
連

に
此
線

緒
及
綿

布

祝

を
儀

止

す

べ
き

rJ
亡
を
命

せ

ら
れ

た
｡

而

し

て
印
度

は

一
八
七

八
年

及

一
八
七

九
年

に
至
り
'此
稜

の

一
部

を
麿

止

し
'
7
八

八

二
年

に
は
其

廃
部

を
廃

止

し
た

の
み

有

ら
ず
､其

他

の
陶

枕

を
も

一
切

層

止

し
た
O

か
-

て
印
度

は

仙
八
九

四
年
迄

は
行
政

上
､財
政

上

故

に
内

観
滑

葛
俊

だ
均
衡

を
保

つ
必
要

上
巳

む
を
碍

ざ
る
極

め

て
少
衆

の
蹄

夜

の
外
､登
-
輸

入
税

を

課

せ

き
る
自

由
貿

易
闇

だ
在

っ
た

の
で
あ

る
O

輸

出
後

も
亦

次

第

に
廃

止
せ

ら
れ
二

八
八

〇

年

迄

に
は
米

以
外

の
凡

て
の
翰

把
稔

は
麿

止

せ

ら
れ
た
｡

一
八
九

四
年
ル

ピ

ー
の
義

春

相
場

が

下
落

せ

る
褒

め
印
度

は
新

財
源

を
必

要

と
す

る

に
萱
ら

'再

び
踊

稔

を
課

す

る

乙
古
に
在

っ

た
C

即
ち
徒
憤

五
分

の

7
般
後

車

を
課

し
た

の
で
あ

る

が
'綿

布

に
課
税

す

る

rJ
だ
に

り

ひ
て



は
､英

国

政

府

の
承

認

を

得

る

乙

f̂J
を

得

な

か

っ
た
｡

然

し

財

政

不

足

の
状

態

は

到

底

綿

布

の

無

税

を

許

る

さ

覆

か

っ
た

の

で
､同

年

十

二
月

に

萱

-
'綿

絃

及

び
綿

布

に

も

五

分

の
税

を

課
し

同

時

に

二

十

番

手

以

上

の
印

度

婚

練

に
も

五
分

の
内

観

消

費

税

を

課

す

る

乙

F,J
,l
在

っ
た
O

然

し

英

本

観

の
綿

業

者

は
之

に
満

足

せ

ず

し

て

不

服

を
唱

へ
た

の

で
二

八

九

六

年
綿

布

の
輸

入

税

を

三

分

竿

に
引

下

げ
'印

度

塵
綿

布

に

79
三

分

竿

の
消

費

税

を
課

す

る

乙

だ

～
し
'綿

練

を

免

税

す

る

乙

だ

1
し

溌
o

而

し

て
前

記

1.
八

九

四

年

の
陶

税

率

は

其

他

に

は

大

濃
､嘩

更

を

加

へ
ら

れ

す

し

て
戦

前

迄

採

用

せ

ら

れ

て
凍

ね

の

で

あ

る
o

即

ち

殆

ん

S
J
凡

て
の
輸

入

品

に
封

し

て

は

五

分

の
穂

を
課

し
頁

五

分

硬

に

て
は

印

度

の

馨

達

を

妨

ぐ

る

だ
考

へ
ら

る

1
物
'例

へ

ば

域

造

材

料
'機

械
'銭

及

び
銅

銭

に

つ

い

て
は
例

外

を

設

け
'又

印

度

の

馨

達

を
寄

せ

ず

し

て
同

塵

の
牧

人

を

増

し

得

る

が
如

き
物
､例

へ
ば

ア

ル
n
I

ル
飲

料

及

び
煙

州

に

は

比

較

的

高

率

の

掬

稔

を

課

し

た

の

で

あ

る
O

要

す

る

に
此

時

代

は

財

政

の
必

要

よ

h
.時

期

に

よ

り

多

少

の
枚

は

課

せ

ら

れ

た

る

も
､大

鯉

に
於

て
自

由

貿

易

政

策

が
採

用

せ

ら

れ

た

の
で

あ

る
o

只

此

に

注

意

す

べ
き

こ

と

は
'此

は
英

国

の
虜

め

の
自

由

貿

易

で

あ

っ

て
矢

張

り

前

時

代

だ
同

じ

-

英

国

を

本

位

E
L

た

る
政

策

を
蒐

績

し

た

に
過

ぎ

な

い
だ

い
ふ
鮎

で

あ

る
｡

0

0

0

第

三
期
は
.此

度

の
世

界

大

戦

よ

り

今

日

に

至

る
迄

で

あ

っ

y
r自

由

貿

易

政

策

よ

う
保

護

貿

第
三
十
五
番

(
三
五
九
)

論

説

英
領
印
度
の
閲
税
政
覚

弟
三
軟

二
セ



第
三
十
五
巻

(三
六
〇
)

論

説

英
領
印
皮
の
槻
税
政
集

第
三
鍍

二
八

易
政
策

に

至
る
過

渡
期

だ
見

る

JJ(
き

も

の
で
あ

る
｡

印
度

は

1
九

l
六
年
､財
政
収

入
曙
加

の

鴛

珍

!
般
政

孝

を
社
債

五
分

よ

h
七
分

五

厘

に
引

上
げ
た
｡

而

し

て
無
税

品

の
品

目

を
少

-

し
且

つ

一
般

税
率

に
萄

す
る
例

外

を

も
少

-

し
た
｡

即

ち
紡
機

及

び
織

道
材
料

以
外

の
機

械

に
は

二
分

竿

の
税

を

課

し
'餓
及

び
鋼

域

の
夜

警

分

よ

÷

一
分
牛

に
引

上
げ
､砂
糖
稔

三

割

だ
し
､ア
ル

コ
ー

ル

飲
料
及

煙
草

の
祝

を
大

Li
引

上
げ

た
｡

綿

布

掬

税

の
引

上

も

一
寸
問

題

だ

在

っ
た

の
で
あ

る
が
'此

は
印
度

だ
英

国

}J
の
問

に
非

常

有

る
軍
議

を
起

す
問
題

で
あ

る

か
ら

戦

時
英

帝
閥

の
各

部

の
結
合

を
強

固

に
す

る
必

要
あ

る
際
tか

＼
る
問

題

を
持

出
し

て
本

国

だ

印

度

ど
の
威

情

を
嘗

す

る

rJ
.,J
を
不
利

益

寄
り

だ
考

へ
雪
之

れ

に
は

手

を
触

れ

な

か
っ
た

の

で

あ

る
｡

輸

出
我

は

1
八
八

〇
年

以
凍
'兼

に
課

す

る

も

の

1
外
'存

在

し

な

か

っ
た

が
'此
年
貴

重

製

品
並

に
新
料
)及

び
茶

に
勤

し
で
新

に
輸

出
税

を
謙

す
る

こ
と

に
在

っ
た
｡

7
九

1
七

年
印

度

は
戦
寧

遂

行

の
薦

め
'本
観

に
財
政
的

援

助

を
虜

n
ね

ば
を
ら

ね

こ
だ
J

在

っ
た

結
界
東

園

政
府

の
了
解

を
得

て
綿

布

の
開
放

を

l
般
税
率

た

る
七

分
五
度

に
引

上

る

乙
だ

ゝ
し

た
O

但

し
印
度
慶

の
綿

布

に
瀞

す
る
消

凝

視

は
依
然

だ
し

て
三
分
竿

に
止

め
ら
れ

た
｡

此

は
大

に
注
意
す

べ
き

鮎

で
あ

る
0

叉
捻
出

税

に
つ

い

て
は
黄
麻

の
蹄

税

を
倍

額

だ
し

た

の
で

あ

る
｡



一
九

一
九

年

に

至
り
獣

皮

に
射

し

1
割

五

分

の
輸

出

棟

を
訣

す

る

乙

だ

J
在

っ
た
.

見
英

帝

商

内

に
輸

出

せ

ら

れ

る
場

合

に
は
'此

蘭

税

を
割

引

し

て

五
分

だ
す

る
｡

此

は
印
度

の
鞠

稔

改

正

の
中

で
特

に
重

要

成

す

',(
き

鮎

で

あ

っ

て
印

度

の
産

業

を
保
護

し
'英

帝

国

に
特
恵

を
輿

ふ

る
嫁
緒

を
開

い
た

も

の
で

あ

る
｡

元
凍
'印
度

に
は
軟

度

が
多

-

産
出

さ

れ

る

に
拘

は
ら
ず

皮

革

工
業

が
起

ら

ず
'戦

前

に
は

濁

逸

品

が
印
度

市
場

を
燭

占

し

て
居

っ
た

の

で
あ

る

が
'戦

時

中

印
度

の
皮

革

工

菜

が

起

つ
允

の

で
'之

を
経

緯

し
印

嬢

に

て
製

品

だ
す

る

こ

と
を
奨

徹

し
､若

し

印

度

に
於

て
之

れ

が
不

可

能

な

ら

ば
.･英

帝
国

の
何
盛

か

に
於

て
該

工

業

を

起

ru
ん

だ
考
へ
､

此
輸

出
税

政
見

を
探

っ
た

の
で
あ

る
｡

1
九

二

l
年

印

度

は

璃
香

相
場

の
躍

動

と
軍
事

費

負

揖

増
加

の
薦

め
､財
政

未
曾

有

の
故

芝

を

曽

ぐ

る

に

至

っ
た

か
､ら
'更

に
陶

枕

改

正

を
行

ふ

て
7
般
税

率

を
七
分

竿

よ

り

1
割

i
分

に

引

上
げ

た
O

綿

布

閲

疎

も
亦

1
割

7
分

に
引

上
げ

ら

れ
た
O

印

度
綿

布

の
滑

費

税

は

従
前

の

逮

-

三
分

竿

に
止

め
ら

れ

た
O

此
陶

枕

引

上

に

つ

い
て
は
印

度
大

戴

大

臣

は
極
力
､収

入

増
加

の

必
要

に
迫

ら

れ

敦

盛

め
や

あ

っ
I
V
.印

度

が
貿

易

政
策

を
歩

吏

す
る
褒

め
で
在

い
W
輝

明

し

て
居

る
｡

を

れ

で
印
度

の
紡

績

業

者

は
此

れ

が
褒

め

に
比
較

的
有

利
､の
地

位

に
立

つ

の
で
'紡

績

工
場

に
健

闘

す

る
機

械

投

に
用
度

品

の
無

税
翰

人

の
特
棒

を
麿

し

た
｡

其

結
果
機

械

櫨

に

第
三
十
五
馨

(三
六
こ

論

説

英
領
印
度
の
関
税
政
策

第
三
坊

lT九



第
三
十
五
奄

(

三六
二

)

論

説

英
領
印
度
の
関
税
政
菜

第
三
既

三
〇

用

度

品

の
多

-

は

二
分

竿

の
税

を
課

せ

ら

る

1
に

至

っ
た
O

而

し

て
砂

糖

の
陶

枕

は

1
割

よ

-

7
割

五
分

に
引

丘
げ

ら

れ
〆

ル

コ

ー

ル
飲
料

及

び
煙

草

の
税

率

79
再

び
引

上
げ

ら

れ
た
〕

又
燐

寸

に
は
高

Gn
)
後
景

硬

は
課

せ

ら

れ
.自

御
車
'絹
製

品
､時

計
､洋
傘

等

の
奮

珍

品

に
は
特

に

二

割

の
陶

枕

が
課

せ

ら

る

＼

に

至

っ
た
｡

一
九

l
二

一
年

財

政

の
困

難

益

加

は
b
t掬

稜

よ

り
更

に
多

-

の
収

入

を
得

る

の
必

要

に
迫
ら

れ

た

る

を
以

て

1
短
夜

率

は
東

に
襟
懐

l
割

1
分

よ

う

1
割

五
分

に
引

上
げ

ら
れ

た
O

但

し

綿

布

院

税

及

び
酒

嚢

硬

は
徒

漆

の
健

で
あ

っ
た
O

此

ゾ一
般

税

率

に
封

す

る
例

外

ピ
し

て
は
'横

械

は

従
前

の
通

も

二
奇

竿

に
た

め
ら
れ

喪

が
'銭

及

び
銅

銭

攻

に
餓

道

材

料

の
蘭

夜

は

二
分

竿

よ

り

一
割

に
'砂

糖

の
陶

観

は

一
割

五
分

よ

り

二
割

五
分

に
､杏
惨

品

の
陶

税

は

二
割

よ

も
三
割

に
ブ

ル

コ

-

ル
飲

料

の
臨

敬

は

増

税

の
肇

珍
消

費

を
波

少

し
観
榛

の
攻

入

を
少

-

せ
ず

P,J
考

へ
ら
れ

る
鮎
迄

引

上
げ

ら
れ
､燐
耳

の
陶

税

も
倍
加

せ

ら
れ

た
O

又

一
八

九

六

年
以

凍

無
祝

で

あ

っ
た
線

麻

に
射

し

五

分

の
新

穂

を

起

し
'石
油

に
射

し

て
鶴
陶

稔
及

び
内

地
油

菜

祝

を
課

す

る

に
至

っ
た
｡

上

述

せ

る
虞

よ

り
之

を
観

る

に
'印

度

に
於

け

る
鞠

税

の
最

近

の
特

徴

具

〓
税

率

が
非

常

に

高

-

在

っ
た

rJ
w
J

(

二
義

率

は
貨

物

に
依

-
差

別

せ
ら

る

If
rJ
だ
多

-

ytTrB
つ
た

rJ
と
即

ち



御

玉
舟

の

一
般

税

率

の
適

用

を
受

-

る
物

の
外
戚

税

品
三

分

軍
政

品
二

割
検

品
三

割

稔

品
及

び
特
殊

の
碓
憤

稔

品

が
増
加

し
た

こ

r,J
｡

三
義

枚

品

の
品

目

が
練

少

し
カ

,J
･,J
二

讐
輸

出
税

の
課

せ
ら

る

1
7g
の
が
再

び
増
加

せ

る

rJ
亡
で
あ

る
D

由
是

観
之
'印

度

の
最

近

の
約

枚

政
策

に
は
収

入
増
加

以
外

の
考

が
入

-
凍

っ
た

rJ
と
を
察

知
す

る

乙
亡
を
得

る
｡

換

言

す
れ

ば
戦

時
中

よ

り
今

日

に
至
る
ま

で

の
印

度

の
関

税
政
策

は
自

由
貿

易

よ
り
保
護
貿

易

に
進

む
過
渡

期

に
あ

る
も

の

だ
謂

っ
て
よ

S
A,J
思

ふ
｡

≡

上
述

の
如

-
印

度

の
陶

敬

が
最

近
非

常

に
高

-
せ

ら
れ

た

る
原

因
如
何
o

先

づ
第

一
に
関

税

曙

徴

の
賓

要

在

る
原
因

は
財
政

上

の
隣
保

で
あ

る
｡

印
度

の
財
政

は

一
九

一
四
年
戦
啓

開

鶴

の
皆

略

は
可

覆

り
良

好

寄

る
状

態

に
在

り
盛

挙

開
始
後

も

一
年

竿

は
新

税

を
起

す

必
要

は

在

か

っ
髭

の
で
あ

る

が
'印

度

が
戟
軍

に
参
加
し
た

薦

妙
に
歳

入

の
不

足

を
生

じ
､此

不

足
は
多

少

永
癌

性

を
有

す

る
に

至

つ
髭

の
で
二

九

一
六
年

に
は
租
税

増

徴

の
必

要

を
感

じ
客

種

の
親

疎

を
増
赦

し

て
収

入

曙
加

を
計

る

乙

ビ
1
覆

-
'従

っ
て
陶

税

も
引

上
げ

ら

れ
先

の
で
あ

る
.

1
九

7
七
年

印
度

は
英

国

に
射
し

一
億
槍

の
戦

時

酸
金

を
せ

ね

ば

な
ら

沿

rJ
と

＼
在

つ
た

の

第
三
十
立
春

(
三
六
三
)

論

説

英
領
印
度
の
駆
税
政
箕

第
三
教

三
1



第
三
十
玉
食

(
三
六
四
)

論

説

英
領
印
度
の
紺
税
政
覚

弟
三
戟

三

二

で
'既

に
遇
.,(
た

る

が
如

-
'
陶

枕

の

t
部
引

上

を
行

ふ
た

の

で
あ

る
｡

か
-

七

一
九

二

〇
I
一

九

二

1
年
度

に
於

で
は
繍

税

収

入

は

三
億
二

子
爵

ル
ピ

ー
に
上

-
'印
度

財

政

の
中
枢

た

る

地

租
額

に
超

過

し

た
O

而

し

て

l
九

一
九
年

の
印
度

改

正
憲

法

に
よ

上
地

租

は

中
央

政
府

の
牧

人
で

在

-

在

っ
た

の
で
'中
央

政
府

の
牧

人

を
得

ん

が
薦

め
寅

に
鞠

夜

の
堵

故

を
行

は
ね

ば

荏

ら
‥沿

rJ
だ

J
在

り
'陶

枕

は

国
庫

の
歳

入

上
'益
重

要

在

る
地
位

を
占

ひ

る

に
至

っ
た
｡

而

し

て

l
九

二
二
年

に
は

財
政

益

困

難

を
骨

げ

た

の
で
藩

に
前

述

の
如

き

腕

枕

の
大

増

徴

を

行

ふ

に

至

っ
た

の
で
あ

る
｡

英

閲

は
貿

易

上
印

度

の
陶

枕

増

徴

に
対

し
特

殊

の
利
害

閥

係

を
有

せ

る

に
拘

は

ら
す
'蘭

枚

の
曙

微

に
同

意

せ

ね
ば

な

ら

雀

か

っ
だ

の

は
'財
政

の
必
要

上

巳

ひ

.,(
か
ら

す

だ
考

へ
た

か
ら

で
あ

ら

う
Cl

か
-

て
印
度

の
鞠

税

収

入

は
急

激

に
増

加

し
.戦
前

五

ヶ
年

の
関

税

率

均

牧

人

は

一
億
ル

ピ
ー

で
あ

っ
た

が
､
7
九

二

1
-
1
九

二

二
年

度

の
蘭

税
収

入

は

三
億

五

千
高

ル
ビ

ー

に
上

っ

て
居

る
｡

碓

つ
V
国

庫

の
金
収

入

中
開

枚

の
占

ひ
る
地

位

は
非

常

に
電

要

だ
在

っ

て

凍

た
O

即
ち

戦
前

五

ヶ
年

問

の
騒

枚

収

入

の
全
収

入

に
封

す

る
制

令

は

7
割

四
分

七

厘

で

あ

っ
た

が
二

九

二

1
.1

一
九

二

二
年

度

に
於

て
は
此

割

食

は
三

割

1
分
'即

ち

倍
額

以

上

だ
在

っ

た
｡

素

よ

h
此

等

の
牧

人

増

加

は
物

慣

騰

貴

に
原

因

す

る
鮎

も
あ

る
が
'叉
所
得

税

が

l
九

1



五

年

以
凍

大

に
引

上
げ

ら
れ
'国

民

は
今

や
其
負

緒

の
極
度

に
逢
せ

う

ど

の
考

へ
を
抱
き

底
接

税

に
反

暫

し

允

の
で
､勢
陶

枕

其
他

の
間
接

税

に
依

ら
ね

ば

在
ら

在

か

っ
た

か
ら

で
あ

る
｡

然

し

夜
が
ら
此

ビ
同

時

に
考

へ
ね
ば

在
ら

内

乙

だ
は
印
度

の
掬

枚

は
漸
次

保
護

の
要
素

を

加
晩

し

っ

1
あ

る

こ

と
で
あ

る
D

現

に

…
九

一
老

年

の
閥

夜

改

正

に
於

で
綿

布
鞠

夜

を

七
分

竿

に
引

上
げ

敦

る

に
射

し
､印

度
綿
布

の
消

費
寵

を
三
分
竿

に
止

め
た

る
が
如

き
寅

に

一
九

二

1
年
外
囲
線

布
陶

枕

を

1
割

一
分

に
増
加

せ

る

に
射

し
再

度
綿

布

の
滑

費

現

を
依
然

と
し

て

三
分
竿

に
止

め
た

る
が
如
き
､叉

1
九

l
九
年

獣
皮

に
輸

出
税

を
課

し
､且

つ
此
翰
出
穂

に
つ
き

英

帝
国

向

だ
其
他

の
外
観

向

ど
の
問

に
税

率

の
差
等

を
設

け
た

る
が
如
き
'若

-
ば
数

次

の
陶

枕

改

正

に
よ

-
税
率

を
細

分

し
其
問

に
差
等

を
設
-

る

乙

亡
多

-

謀
れ

る
が
如
き
'明

か

に
印

度

の
鞠

我

改

正
は
収

入

増
加

以
外

の
原
因

に
基

-

も

の
在

る
こ
と
を
示

す

も

の
で
あ

る
.
印

度

の
大

歳

大

臣
は

か
-

の
如
き

陶

枕

増

徴

を
覆

す
に
皆

-
常

に
其

目
的

が
吸

入
滑
加

に
在

っ

て
碓
寒

の
親

疎

政
策

の
方

針

を
率
吏

す
る
も

の
で
な

い
こ

己
を
輝

明

rJ
れ
努

め
て
居

る
け
れ

哲

も
前

記

の
諸
事

賓

に
之

れ

を
照
す

ご
さ

は
'財
政

上

の
必
要

あ

る
際

に
'名

乳
財
政

に
借

h

rで

内

地
塵
莞

馨
連

の
機
骨

を
作

る
も

の
を

I

E
の
批
評

を
受

-

る
も
坪

明

の
併

有

か

る

''(
し

ぎ

思
よ
o第

三
十
玉
食

(三
六
吾

論

説

英
領
印
度
の
関
税
政
宋

弟
三
辞

三
三



第
三
十
五
巻

(
三
六
六
)

論

親

英
領
印
度
の
関
税
政
策

第
三
舵

三
四

印
度

に
於

け

る
保
護

貿

易

思

想

の
発

達

は
相

常
吉

S
rJ
だ
で
あ

る
｡

元
凍

印
度

は

原
料

に

富

み
'人

口
多

き

に
拘

は

ら
や
'久

し
き

臥
盛

観

本
圃

品

の
市
場

だ
し

て
利

用

せ

ら
れ

て
兼

ね
っ

而

し

て
印

度

の
輸

出

品

の
大

部
分

は
原
料

で
あ

っ

V
.輸

九
品

の
太

部

分

は
特

製

品

で

あ

る
O

こ
れ

は
極

め

て
不
自

然

な
経

済

発
達

の
状

態

で

あ

っ

て
畢

尭
役

務

の
経

済

政
策

が
英

国

の
利

春

を
本
位

だ
し

て
立

て
ら

れ

て
居

た

か
ら

で
あ

る

flj
の
濁

解

が
近

時

印
度

人

の
閑

に
国

民
的

自

覚

が
盛

ん

苧
在

る

に
及

び
だ

ん

声

～
噂

ま

も
'印
度

国
内

に
産
業

を

教
逢

せ

し

ひ

る
が
褒

め

に

は

是
非

保
稽

政

策

を
凍

る

べ
し

だ
ま

荻

す

る
者

が

建

じ

允
C

け

ネ

-
ド

の
保

護
貿

易
論

の

如
き
､某

最

も
有

力

怒

る
も

の
で
あ

り
､智
讃

階

数

に
於

で
は
此

の
見

解

に
賛

成

す

る
者
頗

る
多

-

在

っ

た
.

然

し

印
度

は
英

国

の
殖

民

に
L

V
.自

ら
関

税

を
改

正

す

る
樺

噸

覆

し
関

税

引

上

を
英

同

政
府

に
提

議

す

る

屯
'其

承

認

を
受

-

る

rJ
だ
困

難

で

あ

っ
た

か
ら
､
1
九

〇
七

年

頃

よ

り
所

謂

ス
ワ
デ

シ
-
運

動

覆

る
も

の

が

起

っ
た
O

を

れ

は

印
度

が
国

家

と
し

て
英

産

業

に
保

詠

を

輿

ふ

ろ

rJ
だ
簡

は
や

.fJ
や

ば
同

氏
が

自

ら

開

度

を
使

用

し

y
印

度

産

菜

を
保
護

せ

ね

ば

在

ら

ぬ

}J
S
ふ

の
で
あ

っ

て
印
度

の
新

大

戴

大

臣

ウ

ヰ

ル
ソ

ン
氏

の
如
き

も
英

熱

心

在

る
主

張

者

で
あ

っ
た
｡

か
-

て
印

度
有

識

階

数

の
人

々

の
陶

税
自

立

権

を
要

求

す

る
希
望

が

益

々
盛

ん

だ
在

り
'
一



九

二

二
年

三
月

の
印
度

立

法
議
食

に
於

で
は
之

を

明

に
要

溌
す

る
に
至

っ
た
O

他
方

に
於

宅

軟
洲

戟
肇

の
経
験

は
産
業
自

給

の
必
要

を
益

々
痛
威

せ
し

ひ
る

に
至

っ
た

の
で
､
!
九

!
六
年

三
月
印

度
立

法
議

骨

に
於

ノL
S
ir
l
brah
am
fh
h
im
toola
の
動
議

に
依

上
編

耽

改

正

の
要

求

が
最

も

明
白

に
建

論

だ
在

っ
て
現

は
わ

た

の
で

あ

る
｡

而
し

て
之

に
射
し
印
度

工
業
調

査
食

が
設

置
せ

ら
れ

髭
｡

曲

の
調

査
倉

の
権
限

に

つ

い
て
は
陶

枕
保
護
問

題

に
も
及
ぼ

す

.･(
し

だ
の
主

張

が
あ

っ
允

が
'然

し
印
度

は
関
税

増

散

に
つ

い
て
自

立

樺

を
持

っ
て
居
な

い
O

之

む
得
ん

が

薦

め
に
は
憲

法

を
改

正
せ

ね

ば

在

ら

鞄
｡

憲

法

の
改

正
を
要

す

る
が
如
き
事

柄

に

つ

S
で
調

査
骨

が
決
議

を
覆

す

乙
だ
は
不
穏

皆

で
あ

る
ど
L

y
椀

税
問

題

は
蓬

に
工
業

調
査
倉

の
権
限

よ
h
除

外

せ

ち
れ

髭

の
で
あ

る
O

然

し

在

が
ら

保
護
貿

易

の
要

求
は

益

々
盛

ん

だ
在

h
虚

に

印
度

の
志

法
改

正

に
際
し
英
国

は
印

段

の
甑

祝
白

蓮
権

を
認

ゆ
ね

ば
在
ら
ぬ

rJ
だ

ゝ
在

っ
た

の
で
あ

る
O

印
度

に
於

V
は
'所
謂

印
度

鶴
立

の
国

民
運
動

を
覆

す
着

衣
轟

に
将
加

し
､且

つ
印
度

が
戦
陣

中

本
観

に
射

し
非
常

在

る
貰
願

を
し
た

の
で
元

図

だ
印
度

問

の
隣
係

を

親
密

に
L
f印
度

の
人

心
を
緩
和
す

る
が
褒

め
に
は
憲

法

の
改

正
を
必
要

だ
考

へ
英

国
議
倉

は

其
調

査
委
員

を
任
愈

し
此

の
委
員

の
建
議

に
基

き
印
度

憲

法

の
改
正

を
行

っ
た

の
で
あ

る
O

第
三
十
五
懸

二
二
六
七
)

論

説

英
領
印
度
の
駆
除
政
策

弟
三
齢

三
五



第
三
十
五
巷

(
三
六
八
)

論

説

英
領
印
度
の
関
税
政
策

第
三
癖

三

六

印

度

の
新

憲

法

に
於

て
は
'法

文

上

は

印

度

に
財

政

自

重

樺

を

認

め

て
居

ら

ぬ
o

従

っ

て
鞠

枚

の
改

正

は
英

囲

議

脅

及

び
印

度
瀞

務

大

臣

の

承

認

を

受

-

べ
き

も

の

だ

有

っ

て
居

る
｡

然

し

な

が

ら
革

質

上

に
於

て
印

度

の
議

禽

及

び
政

府

が
決

定

せ

る
陶

枕

改

正

に

つ

い

て
は
英

国

は
容

啄

せ

ざ

る

rJ
芝

を
認

妙
ら

れ

る
や

う

に
な

っ
た

の

で
あ

る
｡

而

し

て
此

の
大

覆

る
慶

事

を
惹

起

し

た

に

つ

い
て
は

一
九

1
九

年

十

1
円
英

国

上
下

両

院

の
印

度

憲

法
調

査

委

員

の
報

常

が

輿

っ
て
カ

あ

る
も

の

で

あ

る
O

其

1
節

に

臼
-
｢印
度

陶

枕

政

義

が
英

国

の
貿

易

の
利

益

の
為

め

に
'英

固

政

府

に
依

っ

て
定

め
ら

る

1

ど

い
ふ

思

想
程
'英

印

問

の
親

書

陶

係

を
脅

威

す

る

も

の
は

在

S
o

現
今

か

-

の
如

き

思

想

の
有

す

る

乙
女

は
疑

弘

を
容

れ

の
｡

婿

黍

に
於

で

か
-

の
如
き

思

想

を
抱

か
し

め

て
は

取

ら

ぬ

rJ
と
も
亦

明

か

で

あ

る
o

印

度

が

大
英

帝

国

合

議

に
垂

加

す

る

や

う

に

写

っ
た

の

は

印

度

に
対

し

大
英

帝

国

の
各

部

だ

の
問

に
陶

祝

協

定

を

覆

す
機

食

を
輿

へ
た

け

れ

SJ
も
良

ら

立

法

す

る
権

限

怒

-

七
は
.協

定

を
行
ふ

乙

だ
は
革

質

上

不

可
能

で
あ

る
O

此

の
問

題

の
満

足

在

る
解

決

は
､印

度

政
府

に
対

し
'英

帝

観

の
構

成

部
分

だ

し

て
印

度

の
必

要

に
最

屯

通

す

る
陶

稔

を

定

ひ

る

の
自

由

を
輿

ふ

る

rJ
E

に
依

て

の
み

得

ら

れ

る
O

然

し

乙
れ

は

印

度

政
府

を
支

配

す

る
英

国

議

合

の
最

高

樺

及

び
皇

帝

の
否

認

権

を
制

限

せ

ず

し

て
は

街

は

れ

恥
｡

然

る

に

か

1

る
制

限

を

を

す

法
律

は

英

帝

国

の
何

れ

に

も
存

せ



ぬ

｡
故

に
此

の
問

題

は

見
取

極

を
承

認

す

る

rJ
だ

に
依

っ
て
の
み
虎

降

せ
ち

れ

る
も

の
で
あ

る
O
･････････-
委

員

の
意

見

に

て
は
印
度

事

務

大

臣

は
印

度

政
府

及

び
印
度

譲

合

の
意

見

一
鼓

せ

ろ
y

J
さ

は
椀

政

問

題

に

つ

い
て
は
出

凍

得

る
限

り

干
渉

を
避

-

べ
d
T)
で
あ

る
｡

若

し
畷

h

に
-

干
渉

を

宥

ふ

己
す

る

も
'そ
れ

は
英

帝

閲

の
観
際

的

義

務

若

-

は
本

圃

政

府

が
昏

尊

者

た

る
英

帝
陵
内

の
陶

親

協

定

の
保
護

に
必

要

在

る
場
食

に
限

る

べ
き

で
あ

る
｣だ
O

前

述

の
意

見

は

l
九

l
二

年

に

至
り

正
式

に
英

国

政

府

の
承

認

す

る
廃

だ
在

っ
た
｡
前

に

述

べ
た

る

が
如

-

印
度

は
此

の
改

正
憲

法

の
精

柵

に
基

き

7
九

二

1
年

臓

稔

の
引

上

を
街

っ

允

の
で

あ

る
.

此

の
関
税

改

正

に
於

て
綿

布

輸

入
攻

は
七
分

竿

よ

h

l
劃

】
分

に
引

上
げ

ら

級
.而

か
も
印
度

綿

布

の
儲

登

枚

は
依

然

E
L

三

二
分

竿

に
止

妙
ら
れ

た

の

で
'其
影
響

を
受

-

る

rJ
だ
最

も
多

S
ラ

ン
カ

シ
ャ
ー

の
錦

業

者

は
此

の
碗

稔

引

上

に
反
射

し
英

飼

政
府

の
カ

を

以

て
陳

政

の
引

下

を
行

は
A

rJ
E
を
陳

情

し

た

の
で
あ

る

が
'之

に
暫

し
印

度

事
務

大

臣

は

臼

-
英

国
議

倉

の
両

院

の
躍

威

あ

る
訴

査
委

員

の
報

告

故

に

カ
ー
ゾ

ン
卿

の
上
院

に
於

け

る
約

束

あ
う

ね

る
今

日
'余

は
英

国

が
賢

明

に
も
印
度

に
輿

へ
光

ら

･fJ
考

へ
且

つ
之

を
維

持

せ

ん

だ

決

心

せ

る
樺

利

に
干
渉

す

る

乙
だ
は
経

常

的

に
不

可
能

で
あ

る
｡

其

樺

利

.fJ
は
即

ち
印

度

政

府

が
印
度

の
利

益

を
第

山
に
考
察

す

る

FJ
だ
で

あ

る
｡

恰

も
英

本
圃

が
英

帝

国

の
他

の
部

分

第
三
十
立
春

(
三
六
九

〕

論

説

英
領
印
綬
の
関
税
政
策

第
三
戟

三
七



第
三
十
玉
食
/

(三
七
〇
)
/
論

説

英
領
印
鑑
の
関
税
政
策

第
三
紡

三
八

よ

り
何
等

の
容

喋

を
受

け
ず

し

て
叉
英

帝
観

の
.
他

の
部
分

が
本

圃

よ

り

何
等

の
容

喋

を
受

け

ず

し

て
各

其

人

民

の
利

益

を
第

!
に
考

へ
'其

必

要

に
最

も
通

す

ビ
倍

率

る
蘭

挽

政
策

を
採

用

し
凍

れ

る
が
如

-
再

圧

に

も
等

し
-
関

税

自

主

槽

を
輿

へ
ん

だ
す

る

も

の
で

あ

る
｣～
O

而

し

て
印
度

の
要

求

に
依

ら
'曲

の
陳

述

は

於
文

を

辺

て
印

度

政
府

に
譲

ら

れ
､か
-

て
印

度

は
開

疎

自

主
権

を
輿

へ
ら
れ
商

連

の

叫
九

二

!
年

及

び

一
九

二
二
年

の
陶

枕
引

上
を
英

国

の
干
渉

有

-

し

て
街

払
得

先

の
で
あ

る
O

此

政

治

上

の
大

慶

化

が
印

度

の
掬

夜

に
保
護

政
策

を
加

味

す

る
に
大

在

る
機
食

を
輿

へ
尭

も

の
で
あ

る
｡

四

か
-

の
如

-

最

近

印

度

の
関

税

改

正

を

起
し

た

る
原

因

は
財

政

の

不

足

を
告

げ

た

る

だ
農

薬

保

護

の
要

求

が
構

え

ど
な

h
光

る

苦
､憲

汝

改
正

に
よ

ち
革

質

上
印

度

が
陶

枕
自

立

樺

を
得

た

る

に
基

-

も

の
で
あ

る
｡

而

し

て
印

度

が
自

主
的

に
聞

役

を
増

徴

す

る

乙
だ

J
在

れ

ば
､英

閲

だ
し

て
は
戦

時
中

英

帝

国
合
議

に
依

っ
て
認

め

ら

れ

た

る
帝
国

特
監

関

税

主
義

を
印

度

に

認

め
し

ひ

る

に
カ

を
致

す

で
あ

ら

う
｡

叉
印

度

だ
し

て
も
帝

京
踊

税

問

題

は
極

め

七
草

い
問

題

で

あ

る
か
ら
.夏

め

で
新

L

s
準

備

の
下

に
之

を
研
究

す

る
必

要

が
あ

る
｡

且

つ
保
護

政

策



に

つ

い
て
も
其

可
否

等

を

詳
細

に
研
究

す

る

感
要

を
戚

ず

る

乙
だ
切
賓

だ
な

っ
た

の
雪

印

穫

政
府

は

曲

等

の
要

求

に
耳

を
傾

け

て

一
九

二

州
年

十

月
屯

日
印
皮

財

政

調

査
骨

を
設

ゆ

S
ir

lbrahitn
R
ahiirを
O
!a
を
委

員

長

だ
す

る
十

二
名

の
調

査
委

員
を

任
命

し
､札

で

の
利
害

祝

係

を
考

察

し
印

度

の
関

税

政
策
藩

閥

特
恵

関

税

問

題

を
食

む
)恕
攻

究

し

て
建
議

す

べ
き

乙
だ
恕
命

じ

た
｡

此

の
調

登
委

員

は
閥
内

各

地

を
巡

歴

し
利
害

陶

係

者
′の
意

見

を
聴

取

し

た

る
後
二

九

二

二
年

七

月

六

日
其
報

告
書

を
提
出

し

た
.

此

の
調

奄
委

員

の
多
数

意
見

は
印

度

に
砕

け

る

工
業

の
蓉

達

は

異
観

土

人

口
及

び
天
然

富

源

の
大

に
侍

っ

て
屠

ら

沿
O

印

度

の
工

業

を
著

し

-

簿
逢

せ

し

ひ
れ

ば
囲

民

金
髄

に
大

,tt,{
る

利

率

a
･j
斎

す

べ
し

だ
覆
し
次

の
如

き

具

鷺

的

政
策

を

建
議

し

て
居

る
｡

(第

二
保
護

政
策
｡

弼

印

度

政
府

は

保
護

政

策

を
採
用

す

べ
L
o

但

し

保
護

は
本

報

告

に
示

せ

る
方

針

に
後

払

差

別

し

V
輿

ふ

る

rJ
E
n

晒

差

別

は

保
護

す

べ
き

工

業

の
選
環
'保
護

の
程

度

に

つ
き

で
街

は

る

べ
き

乙

だ
O

之

れ

に

ょ

D

で
保
護

の
薦

め

に
避

-

べ
か
ら

き

る
社
食

の
負

拾

h
f
工

業

の
相

曹

在

る
敬

遠

だ
雨

宜
し

得

る
限

り
.在

る

べ
-

壁

-

す

る
に
注
意

す

べ
き

乙

だ
Q

撃

).i.十
五
巻

(三
七

)
)

論

祝

英
領
印
投
の
開
税
政
覚

第
三
紛

三
九



撃

二
十
五
魯

三
七
二
)

論

説

英
領
印
席
の
閲
稔
政
末

弟
三
昧

四

〇

回
顧

枚

委

員
骨

は
保
護

の
要

求

を
審

査

す

る

に
普

-
､次

の
標

準

を

探

る

rJ
だ
O

二
)

其

工

糞

が
天
然

的

利

益

を
有

す

る
や
｡

(
こ
)
保
護

有

-

し

て
は
該

工

業

は
金

-

教

達

す

る
見

込

写

さ
か
､又

は
望
ま

し
き

程
度

に

達

に
登

蓮

す

る
見
込

在
さ

か
｡

(tI1)
該

工

業

は

結
局

保
護

在

-
し

て
世
界

競

軍

に
封

祝

し
得

る

に

至

る
や
O

明
原

料

及
梯

械

は
原

則

,fJ
し
て
､無
税

ど
す

',(
し
､印

度

工

業

に
使

用

せ

ら

る

ヽ
竿

製

造

に

つ

き

で
は
陶

税

を
在

る

'･(
-
轡

-

す

る

rJ
w
n

伺

国

防

に
必

要

在

る

工
菜

に

L
y
'印

度

の
事

情

が
其

蓉
蓮

に
不

利

在

ら

fTu
る
工
業

に
萄

し

て

は
､必
要

有

る
場

食

に
､十
分

在

る
保
護

を
輿

ふ

べ

L
o

的

輸

出

後

は
原

則

だ
し

て
単

純

在

る
財
政

上

の
目
的

の
外
課

す

べ
か
ら
す
｡

此

場

食

に
於

で
も
'其
税

率

を
甚

だ

軽
-

す

る

乙
だ
｡

但

し

食

用
穀

物

の
輸

出

を
制

限

す

る
必
要

あ

り

ビ

認

ひ

る

と
き

は
tか

1
る
制

限

は

l
時

的
輸

出
稔

を
課

す

る

乙

､yJ
に
よ

ら
行

は

る

べ
-

輸

出
禁

止

に
よ

ち

て
街

は

る

ぺ

か
ら
す
.j

(第

二
)翰

祝

委
員

魯

闘

敬

重

良

禽

を
新

設
す

る

fJ
E
O

其

職
務

の
圭

在

る
事

項

は

個

々

の
工

業

の
保

護

の
要



求

を
調

査

す

る

rJ
だ
鰭

祝

宴

施

の
状

態

に
注

意

す

る

そ

ビ
及

び

1
穀

に
上

記

の
政
策

を
寒

行

す

る
食

め
政
府

投

に
議
食

に
建

議

を

覆

す

FJ
だ
｡

(第

三
)特
忍

開

稔
問

題

,i

英

帝
国

の
各

部

に
暫

し

凡

て

の
袋

物

に

つ

き
特

澄
陶

稜

を
認

ひ

る
制

度

を
採
用

す

べ

か
ら
や
｡

明

或

限
ら

れ

光

る
商

品

に
特
恵

鞄

聴

改
発

を
採
用

す

べ
き

や

の
問
題

は
陶

枕

委
員

骨

に

蔚

て
琢
備

調

査

を

行

払
光

る
上
印
度

譲

合

の
東

証

を

求

む

べ
し
｡

何
.上

記

の
政
策

採

用

せ

ら

る

～
な
ら

ば

其
適

用

は
次

の
原

則

に
よ
h
支

配
せ

ら

る

べ
き

rJ
ビ
ーp

(
I)
如
何

在

る
袋

物

に
封

し

て
も
議
骨

の
承

認

7<Tr6
-
し

て
特
恵

を
輿

へ
ざ

る

乙

だ
O

(こ
)

特

恵

開

稔

の
薦

め

に
如

何

在

る
方

法

に
於

で
も
印
度

工
業

の
必

要

kJ
す

る
保

護

を
覇

-

せ

き

る

rJ
だ
｡

(

き轄
恵

騒

税

の
薦

め

に
差

引

細

歯

大

登

る
経

絡

的

損

失

を
印

度

に
蒸

n

ざ

る
rJ
と
0

回
英

本
国

に
輿

へ
符

べ
し

)ゞ
思

は

る

～
特
恵

は
無
償

に

て
輿

ふ

る

rJ
E
o

回

英

帝

国

の
他

の
部

分

に
畢

す

る
特
恵

は

相

互

に
利

金

を
待

べ
き

協

約

に
基

き

て

の
み

賃
二手
玉
懲

(三
七
三
)

論

説

英
領
印
度
の
開
喝
政
策

第
三
歌

内
】



第
一三
丁
玉
食

(
三
七
拘
)

論

説

英
領
印
度
の
閑
静
政
鷺

第
一二
額

四
二

(窮

g
r,由

布
滑

嚢

税
C

現
行
綿
布

滑

蛍
磯

は
其
過
去

の
歴
史

及

び
聯

想

に
鑑
み
泰

然

之
れ

を
排
斥

す

べ
-
政
府

及

び
試

合

は
新

し
-
印
度

の
利
益

の
み

を
考
慮

し

て
晴
費
枕
政
策

を
建

つ
る

fJ
･f)0

附

帯
決

議

〓
)海
開
税

法
第

二
十
健

の
規

定

数
廃

止
L
p閥

祝

は
政
府

に
威

す

る
物

品

に
も
課
す

る
を
原

則

だ
す

べ
L
D

≡

)廉
廉
運
賃

割
引
東

替
相
場

の
下
落
疲

出
奨
励

金

の
如
き

不
億

有
る
利

益

を
受

-

る
外
聞

品

に

つ
き

で
は
夏

に
調
査

し
出
家
得

る
な

ら
ば

之

を
除

-

rJ
U
っ

三

義

等
教
育

に
於

雪

i
藩

工
業

的
方
針

･>-1
採
用

し
'徒
弟

を
訓
練

す
る
機
禽

を
輿

へ
'労

働

の

可
動

性

を
増
加
す

る
機

掬

を
設
-

る

こ
じ
に
よ

う

で
工

業

の
費
達

を
計

る

乙
だ
｡

南

赤

岡
資

本

の
.白

由
流
入

に
封

じ
障
害

を
設
-

べ
か
ら
す
'但
し
改
暦

の
客
質

及

び
特
許

は

ル

ピ

ー
資

森

を
以

て
印
度

に
於

て
設

立
登

記

せ
ら
れ
た

る
倉

敷

に
限

-
輿

ふ

べ
き

乙

だ

而

し

て
此
種

の
禽
鹿

は
粕
昏
割

舟

の
印
度

の
取
締

役

を
有
L
t印
度

の
徒
弟

を
教
育

す

る

便
宜

を
輿

ふ

る

rJ
だ
｡



壷

と関
税

は
原
則

}J
L

y
報

夜

叉

は
侵
略

の
翁

め
に
之

を
利
用

す

べ
か
ら
す
C

莱

)関

税

は
酸
味

の
鮎

在

か
ら
し

ひ

る
目

的

を
以

て
精
密

に
親

足

せ
ら

る
J

fJ
･fJ
O

従

量
観

及

び
陶

概

評
慣
制

度
は
細

密

の
注
意

を
以

て
漆

窮

せ
ら

る
べ

き
rJ
ビ
O

而
し

て
此
報

告

に
封
す

る
方
針

を
換

定

す
る
虜

珍
印
度
下
院

は
本
年

二
月
甘
六

日
五

時
間

に
亙
-
.討
議

を
街

払
結

局

左
記

四
境

の
決

議

を
可
決

し
允
｡

〓

)印
度
産

業

の
蓉
達

を
合
理
的

に
助

成

す

べ
き

方
針

を
以

て
財
政
調
査
昏
決

定

の
主

義

を

怨

む
る

rJ
g
rj

(二
)保
護

主
義

の
連
用

に
関

し

て
は
観
象

必
須

の
歳

出

を
充

し

且

つ
現

に
政
府

歳

入
の
大
部

分

が
輸

出
入
税

及
消

費
稔

に
由

れ

る

rJ
だ
を
考
慮

す
る

rJ
E
O

(l三
保
護

童
義

の
適
用

に
閥

し

て
は
人
民

の
章

頑

だ
其
保
護

を
考
量

し
､差
別
的
通

用

を
虜

す

乙

'[J
'J

議
嘉

等

の
決

定
寒

行

の
虜

め
第

一
着

手

と
し

て

仙
年

を
出
で

き
る
期
間

を
附

し
陶
枕
委

員

食

を
設

置

す

る

rJ
W
CJ

右
開

現
委
員

食

は
純
然

尭

る
調

査

攻

に
助

言
の
機
鏑

に
し

三
二

名

を
超

へ
き
る
員
数

よ

り

成
h

其
内

山
名

は
政
府

の
官

髭
よ

h
任
命

せ

ら

る
る

乙
だ
｡

か
-

て
印
度

に
於

け

る
開

耽

改
発

は
次
第

に
保
護

政
策

に
移

b

つ
ヽ
あ

る
の
で
あ

る
｡

第
三
十
五
辱

(
三
七
吾

論

訊

英
領
印
投
の
闘
魂
政
党

撃

)東

壁

ニ



第
三
十
五
怨

(
三
七
六
)

論

説

英
領
印
控
の
開
放
政
策

五

第
三
淑

四
四

然

ら

ば
如
何

在

る
方

法

に

て
虎
等

の
決
定

方
針

が
警

衛

せ
ら

れ

る

で
あ

ら

う

か
O

此

鮎

に

顕

し
藻

怨
を
読

む
る

乙
と
は

困
難

で
あ

る
が
'今

印
度

財
政
調

査
倉

の
報

告

書

に
基

き

其
意

見

を

二
)保
護
税
童

正
し

て
輸

入
夜
)
三
)特
恵
関

税

≡
)翰

出
枚

(四
)内
地
拍

農

政

の
四

つ

に

別
ち

〈
述

べ
.
よ

う
O

先

づ
第

i
に
輸

入
寵

に

つ

い
て
は
前

述

の
如

-
現
在

の
制
度

は

一
割

五
分

税

を

一
般
税

率

だ
L
t此

上
下

に
例

外

を
設

け

て
居

る
rJ

而

し

て

l
割

五
分

よ

り
高

い
も

の
は
牧
人

増
加

の
名

吟
'低

S
も

の
は
工
業

及

Ii
般

敵
骨

を
害

せ

き
る
薦

め

に
酎
酌

を
加

へ
た

の
で
あ

る
.

今

綴

り

に
現
行

稔
率

を
改
正

す
る

E
L

で
採

用

す

べ

き
大
農
方

針

は

金
魚

現
制

度

を
離

れ

理
論

よ

-

鬼

で
荘

L

s
だ
考

へ
ら
れ

る
学

理
的
蘭

税

率

表

を
作

る

の
で
は
在

-
し

て
親
御

を
基

礎
さ

し

て
財
政
取
扱

及

保
珪
肺
稔

を
混

成
せ

る
制
度

を
立

っ
る
の
で
あ

る
｡

而

し

て
現
在

の
税

率

は

財

政
閥

硬

の
基

礎

だ
し

て
採
用

す

る
乙

,3,J
ゝ
し
'今

後

保
護

を
輿

ふ

.･t
L

ご
決

定
せ

ら
れ

た

る

貨

物

に
つ

S
で
は
此

税
率

に
将
卒

す

る
｢＼

勿
論
虎

護

を
加

へ
ら
れ

在

S
貨

物

も
多

数
あ

る

か

ら
盛

局

財
政
親

密

だ
保
護
陶

稔

ビ
が
存
在

す

る

こ
ビ

J,
覆

る
O

而
し

て
財
政
随

敬

に
属

す

る

も

の
は
財
政

の
都
食

に
ょ

ち
時

々
政
府

が
之

を
樹
液

す
る

こ

と
を
得

る
も
.保
護
関

税

に
属

す



る
も

の
は
前

に
述

.,(
た

る
保
護
方

針

に
依

る

に
あ

ら

き
れ
ば
'之

を
慶

吏

す

る

こ

と
を
得
を
S
o

若

し

財
政

上

の
必
要

の
為

め
に
保
護

に
必
要

覆

る
税

額
以

上

に
艶
稜

を
濁

す

を
要

す
る
場

食

に
は
此

附

加
稔

に
件

払
内

地
生
産
品

に
も
晴

糞

夜

を
謀

す

る
を
遺
骨

だ
す

る
｡

如

何
在

る
袋

物

に
保
護

を
輿

ふ

べ

き
や
､叉
其

税

率

を
幾

何

(,J
す

る
や

に

つ

S
て
は
印

度

財

政
調

査
骨

は
鼻
腔

的

に
之

を
指

示
し

て
居

ら

沿
｡

之

は
別

に
通
常

に
し

て
致

卒

在

る
少
数

の

委

員

よ

-
成

る
鞠

枚
委
員

食

を
し

て
決

定

せ

し

ひ
る

乙
だ
～
し

て
居

る
｡

但

し

保
護

を

輿

ふ

る
前

に
保
護

を
受

-

.,(
き

工
業

が
次

の
三
保

件

を
充

た

す

乙

だ
を
要

す

る
｡

(
〓
該

工
葉

は
原
料

の
供

給

大

な

る
だ

か
､動
力

を
安

-
得

ら
れ

る

己
か
'麹
内

市
場

大

覆

る

～J

か

'所
謂
天
然

的

利

益

を
有

せ

ね

ば

在
ら

粕
｡

以

上
列
記

の
天
然

的
利
益

の
重
要

さ
は
工

業

の

異

る
に
後

払
異

る
か
ら
之

は
各

工

業

に

つ

い
て
考
察

せ

ね

ば

な

ら

取
)

(二
)該

工
業

が
保
護

宣
-

し

て
は

全
然

馨
達

の
見
込

在

5,
か
'又

は
国

家

的

見
地

よ

り
考

へ
て

早

-

馨
蓮

す

る
を
望
ま

し

W
思

ふ
程
度

に
壇

に
番
蓬

す
る
見

込

が
覆

い
rJ
だ
｡

(≡
)該

工
業

が
結

局
保
護

在
-

し

て
聴
界
競

肇

に
撃
抗

し
得

る

に
至

る

べ
き

乙
,,J
で
あ

る
0

稽
助

駒

礁
件

だ
し

て
前

三
項

の
如

-
重
要

で

は
覆

い
が

(
〓
該

工
業

に
於

て
大
規
模

生

産

の

利

益

を
堆

め
得

る

乙
だ

三

)結
局

一
観

の
需

要

を
国

内

の
生

産

に
ょ

り
充

し
得

る
に

至
る
や

第
三
十
五
番

三

七
七
)

論

読

英
領
印
度
の
軸
税
政
第

第
三
筋

四
五



弟
三
十
五
懸

(
三
七
八
)

論

説

英
絹
印
戊
の
開
翰
政
箕

第
三
妨

四
六

う

電
場

食

に
は
保

護

を
輿

ふ

る
を
有

利

だ
す
る
｡

銃

後

率

決

定

の
問
題

は
閉

殻

委

員

禽

の
最

も

困
難

だ
す

る
虞

で
あ

ら

う
ノ

之
紅

に
は
十
分

に
事

賓

を
調

査

し

て
決

定

を
輿

へ
紛

ば

怒

ら

約
0

即

ち

課

税

の
目
的

が
全
然

戯

任

し

て
は

敬

遷

せ

き

る
工

業

を
教

逢

せ

し

ひ
る

に
あ

る

か
､叉

は

放

任

し

て
も

結

局

は
敏
速

す

べ
き

も
蓮

に

蓉
逢

せ

し

ひ

る

に
あ

る

か

に
ょ

り
税

率

は
異

る
で
あ

ら

う
▲

叉

大
鰹

に
於

て
税

率

は
印
度

品

だ
外
国

品

だ

の
生

塵
嚢

の
比
牧

に
よ

り
之
れ

を

定

む

.べ
き

で

あ

る

が
'印

度

の
生
産

費

の
大

在

る
原

因

が
直
ち

に
矯

正
し
得

',(
き

種

々

の
事

情

に
存

す

る

乙
ど
も
あ

る

か
ら
､傍

ら
保
護

を
大

に
し

て
刺

戟

を
少

-
L
t印

度

工
費

の
熊

率

不
良

の
状

態

を
永

-
榎

か

し

め
る

や

う

在

乙

だ
が

あ

っ

て
は

怒

ら

沿
O

叉

工
業

所
在

地

の
不
利

よ

り

生

産

登

が
高

-

在

る
や

う

在
場

合

に
は
其

薦

め

に
保
盗

聴

率

を
高

-

す

べ
き

で
は

な

い
rJ

以

上

は

1
般

工
業

保

護

の
標

準

で

あ

る
が
､特

殊

の
エ
柴

又

は
貨

物

に

つ

い
て
調

査
委

員

合

の
報

告

書

は
大
勝
､次
の
か

-
過

.,(
'p
屠
る

｡

O

C)
0

0

〓
)軍

需

工

業

｡

l
殿

保
護

の
原

則

よ

-
離

れ

て
観
防
上

映
-

べ

か
ら

き

る
工
業

に
し

て
印

度

に
起

し
得

.べ
き

も

の
は
保

護

す

.,(
き

で
あ

る
｡

何

が
此

種

の
工
業

在

る

か
は
ま

と
し

て
軍

事

皆

局

者

の
決

定

す

',{
き

慶

で

あ

る
｡

軍
事

上

委
棄

で

は
あ

る

が
'圃
防

上

故

-

べ

か
ら
す

と



迄
は

言

へ
沿

も

の

が
あ

る
｡

此

等

は

保

護

の
利

益

だ
弊

害

だ

を

考
量

し

て
保

護

す

べ
き

や

否

や

計

決

定

す

.,(
さ

で
あ

る
｡

調

査

食

は
軍

事

雷

局

薯

の
敦

明

に
依

-

軍

需

工
菜

中

第

i
位

た

る
銭

工

業

に

つ

い
て
銑

蛾

は

保

護

を

輿

ふ

る
必
要

が

な

い
だ
考

へ
る
｡

鋼

域

の
保

護

問

題

は

的

税

委

員

禽

の
第

1,
に
決

定

を
輿

ふ

べ
き

問

題

で

あ

る
O

皮

革

及

皮

革

製

品
､銅
'蔑
鉛
威

琴

ア

ン

モ

ニ
ア
'精

製

ダ

リ

ヤ
ク

ソ
､ワ

セ

リ

ン
'護
謹

製

品

等

に

つ

い
て
も
研

究

を
要

す

る
｡

然

し

必

ず

し

も
陶

枕

を

似

て
保
護

せ

ま

だ

い
ふ

の

で

は

な
㌍

否
東

榎

以

外

に
叉

は
掬

稔

の

上

に
奨

励

金

其
他

の
補
.助

の
形

式

を
探

る

乙

だ

!
暦

良

き

場

倉

屯
あ

る

で
あ

ら

う
e

紐
状

弾

薬

の
官

僚

工
業
に

つ
い

て

は

保

護

を
雷

し
な

いO

/0
0

0
0

≡
塞

礎

工
業

こ
れ

は

践

及
銅

銭
'成

種

の
化

寧

薬

品
p或

種

の
僚

物
'概

械

油

等

他

の

工
業

の

登

達

の
基

礎

光

る

べ
き

工

業

を

い
ふ

の
で

あ

っ

て
之

れ

が

蓉

達

を
計

る
褒

め

に
は
-

補

助

金

を

輿

ふ

る
方

よ
ろ

し
S
場

倉

が
多

S
｡

関

税

に
よ

っ

て
保
護

を

輿

ふ

べ
き

や

否

や

は
個

々
の

工

菜

の
湛

瞭

よ

も
は
観

民

麓

済

上

の
見

地

よ

り
考

察

し

て
決

定

す

べ
き

･G

の
で
あ

る
｡

0

つ

室

)械
械
機

械

に
封

し

て

は

現
今

i
艇

に

二
分

翠

の
稔

を
課

し

y
屠

る
け
れ

哲

も
.之

れ

は

陶

枕

を
免

除

し
'印

度

機

械

工
業

の
保

護

は
補

助

金

制

度

に
依

る

を
可

+,J
す

る
o

但

し

例

外

だ

し

て
黄

威

工

業

の
如

-
印

度

の
燭

占

工

柴

に
し

て
之

に
使

用

す

る
機

械

に
陶

枕

を
課

レ

七
も

弟
三
十
五
巻

(三
七
九
)

論

筑

英
領
印
投
の
槻
税
政
箕

第
三
紀

四
七



第
三
十
五
番

(
三
八
〇
)

論

説

英
領
印
茂
の
関
税
政
策

第
三
戟

四
八

製

品

の
巌

等

カ

を

弱

ひ

る

rJ
～J
覆

-
､却

て
責

麻

機

械

工

業

の

馨

蓮

を

促

し

得

べ
き

も

の

は

此

限

で

は

潔

い
C,

財

政

掬

親

と
し

て
課

し

て
居

る

二
分

年

税

も

出

凍

得

る

交

通

に
之

を

虐

止

す

べ
き

で

あ

る
O

芋

叉

は

動

物

に
依

b

動

か

す

機

械

は

現

今

仙
割

五

分

の

親

を

課

せ

ら

れ

て
居

る

が
'之

れ

も

動

力

機

械

だ
同

様

に
取

扱

ふ

.,(
d
J
で

あ

る
｡

尤

も

タ

イ

プ

ラ

イ

タ

ー

及

び
裁

縫

機

械

は

此

隈

で

は

な

5,
｡

電
束

倦

導

装

置

は

1
割

五

分

の
掬

祝

を

課

せ

ら

れ

て
居

る

が
.rJ
れ

亦

二
分

竿

の
機

械

鞠

税

率

}J
同

様

に

覆

す

.べ
き

で

あ

る
､

0

0

(四
)原

料

印

度

に

於

て
最

も

幼

稚

在

る

手

入

れ

し

か
加

へ
ら

れ

き

る

原

料

例

へ
ば

種

子

を

取

ら

允

る
棉

花
了

ツ
ブ

ス
'生

護

譲

は

無

枚

}J
す

べ
き

で

あ

る
｡

硫

黄
t
n
プ

ラ

は

現

今
'輸

入

税

を

課

せ

ら

れ

て
.居

る

が
'之

れ

は
慶

止

す

べ
き

で
あ

る
｡

食

用

穀

物

に

つ

い

て
課

せ

ら

れ

て

居

る

二
分

竿

の
陶

稜

は

不

用

覆

る

も

の

で

あ

る
C

叉

油

種

子

に

は

1
割

五

分

祝

を
課

し

て

居

る

が
'
之
も

磨

す

べ

き
で
あ

る
Q

繭

に

つ

い

で

は
陶

枕

を
廃

止

す

べ
き

や

否

や

は

疑

問

で

あ

る
｡

0

0

(重
石
泉

印

度

に

は

泉

坑

は

あ

れ

や

資

本

が

覆

い
｡

従

っ

て

石

炭

業

を

保

護

に

依

っ

て

起

す

べ
し

だ

主

張

す

る

者

は

め

る

け

れ

哲
.此

は

国

民

仝

鮭

の

利

益

よ

h
観

て

寧

ろ

無

税

だ

す

べ

き

で

あ

る
｡

石

泉

に

は

一
九

二

ハ
年

以

凍

l
噸

八

ア

ン
ナ

の
枚

を

課

し

千
居

る

け

れ

g
J'此

は

出

家

得

る
丈

速

に

慶

止

す

べ
き

で

あ

る
()



L)
′し
一し

(六
季

製

品

竿

製

品

に
掬

夜

を
課

す

る

こ
と

に

つ

い
て
は
､芋

製

品

工
業

己
楕

工
業

と
の
編

に
利
嘗

擁

係

を
異

心
す

る

乙

～
が
多

い
o

従

っ
て
半

製
品

の
課

税

に

つ

S
て
は
十
分

蔑
意

し

掬

税

委

員
倉

の
決

定

に
侯

た
ね

ば

な

ら

ぬ
し

ー然

し
概

し

て
言

へ
は

保
護

の
方

法

は
補

助

金

に

依

る

と
よ

し

u
Jす

る
｡

綿

糸

輸

入
税

を
廃

止

す

べ
き

や
否

や

の
問
題

も
掬

挽

委
員

倉

に
於

て

決

定

す

べ
き

も

の
で
あ

る
｡

上
述

の
如

-

印

度
財

政
調

査
合

の
決

定

に
依
れ

ば

保
護

は
或

種

の

エ
糞

を
選

び

て
輿

ふ

J,(

L
と

S
ふ

乙
亡

に

在

っ

て
居

る
｡

而

し

て
其

選

葦

を

完

全

に
行

は
し

め
る
薦

め
閑

稔

委

員

倉

を
設

け

る
｡

該

委

員

倉

の
職
分

は
種

々
あ

る
が
､就

中

〓

)工
業

の
保
護

要

求

に
射

し

保

護

を

輿

ふ

.rr
き

ゃ

否

や

を
調

査
決

定

す

る

(三
保
護

す

べ
t

k}
せ

ば
東

棟

賦
課

に
依

る

べ
き

や
'叉

は
奨

撤

金

に
依

る

べ
き

や
O

閥

枚

賦
課

に
依

る

べ
し

だ
せ

ば
､其
掬

税

率

を
幾

何

だ
す

る

か

を

決

定

す

る
｡
三

森

護

の
結
果

を
監

成

し
虎

護

方

法

の
慶

安

を

必
要

を

b

}J
認

ひ

る

亡
き

は
其

建
議

を
覆

す

乙

YJ
C
(些

保
護

す

る

も
効

果

な
し

､,J
認

ひ

る

亡
き

は
保

護

を
儀

止

す

る
.
(重

財

政
鞠

税

畝
等

製

品

等

に
課

せ

ん

だ
す

る

亡
き

は
陶

枕

委
員
倉

に
相
談

し
'保

護

政
策

の
立
場

よ

h

観

た

る
其
意

見

を
聴

き

た

る

上

に

て
決

定

す

る

rJ
ど
J
し

て
居

る
｡

従

っ
て
掬

稔

委

員

骨

は
印

度

保
護

鞠

夜

制

定

に

つ

い
て
非

常

に
重

要

有

る
地
位

を
占

ひ

る
も

の
で
あ

る
0

弟
三
十
五
番

(三
八
こ

論

L読

英
領
印
度
の
関
税
政
策

第
三
餅

四
九



弟
三
十
五
巷

(
三
八
二
)

論

説

英
領
印
度
の
開
税
政
麓

第
三
戟

玉
C
)

大

英

帝
国

特

恵
掬

税

問
題

は
前

世

紀

の
終

頃

よ

-

の
問

題

で

あ

る

印

度

に
於

で
は

一
九

〇

三
年
印

度

の
立

場

か
ら
'特

藩
閥

夜

の
利
害

を
照

禽

せ

ら
れ

た

が
'普

時

調

査

の
結
果
'印

度

は
英

帝

国

に
灘

し
幾

分

か
特
恵

を
輿

ふ

る
僚

地

あ

る

が
.其

代
償
牢

し

て
英

帝
国

よ

h

特

恵

を
受

-

べ
き

も

の
甚

だ

少

い

特

恵

に
よ

･O
多

少

英

静

観

(,J
の
貿

易

を
樹

加

し
得

る
利

益

が
あ

つ
て

も
'其

他

の
諸

国

だ
の
貿

易

に
於

で
失

ふ
彪

多

い
か
ら
'結

局

特

恵
編

税

は
印

度

の
利

益

で
覆

い

}J
い
ふ
結
論

に

到
達

し
た
O

従

っ
て
加

奈

陀
'涼

太

利
'新

西
南
､南

阿

聯

邦

が
英

観

に
射

し

特
恵

掬

祝

を
認

め
た

が
面

皮

は
其
輸

入
税

が
前

記

の
自

治
領

に
比

し

て
安

S
薦

め
で

も
あ

つ
た

が

本

圃

に
射

し
特

恵

を
輿

ふ

る
制

度

を

採

用

し

在

か

っ
ね

の
で
あ

る
｡

虚

が
此

度

の
戦

琴

に
よ

b
英

帝

国

の
給

食

を
我

国

に
す

る

必
要

を
戚

じ

ね

の

fk)'食

料
原

料

投

に
製

品

に

つ
き

英

帝

関

内

に
自

給
政

策

を
賓

現

せ

ん

だ
す

る
希

望

が
強

-

在

っ
た
薦

め
二

九

山
七

年

の
戦

時
帝

国
禽

議

に
於

で
英

帝

観

の
各

部

が
他

の
部

分

の
生

産

品

及

製

造
品

に
特
恵

を
輿

ふ

べ
き

こ

と
を
決

議

す

る

に
至

っ
た
｡

而

し

て
二

九

i
九

年

に
は

徒
癖

殖

民

地
よ

h

は
特
恵

を
受

け

在

が
ら
首

分

の
方

で
聴

志

を

輿

へ
在

か

っ
た

英

本
観

は
輸

入
税

を
課

せ

る
凡

.tJ
の
貨

物

に

つ
き

英

帝

観

の
各

部

に
常

し

特

恵
椀

敬

を
認

む

る

に
至

っ
た
O

そ

こ
で
按

太

利

及

び
新

西
蘭

は
従

妹

輿

へ



七
居

っ
た
特
恵

蹄
税

率

を
槍

加
し
､叉

王
冠

殖
民
地

も

此
問

題

を
研
究

す

る
に
至

っ
た
｡

印

度

も
此
大

勢

に
影
響

せ

ら
れ

l
九

一
七
年

以
凍

特
恵

関
税

が
再

び
問
題

だ
在

っ
て
家

光
｡

而

し

て

1
九

二

〇
年

に
は

之

れ

が
薦

め
に
調

査

合

を
設

け

て
研
究

せ
し

ひ

る

乙
だ
に
/在

っ
た
｡
3此

調

査
倉

の
報

債

は
断

定
的

に
特
恵

開
枚

の
是
非

を
述

べ
筏

S
で
､鹿

に
贋

汎

覆

る
調

査
研
究

を

写
す

',(
き
機

関

を
設

-

I,(

き
rJ
だ
を
建
議

し
た

の

で
あ

る
｡

か
-

で

i
九

二

i
年

の
印

度
財

政

調

査
骨

に
於

で
は

特
恵
陶

枕
問

題

を
も
-調

査
事

項

の
中

に
入
れ

て
研

究

す

る

乙
だ

～
苓

つ
F

た
o

rb
う
し

て
此
度

は
既

に
述

べ
た

る

が
如

-
特
恵
陶

枕

主

義

を
認

妙
東

芝

を
賓

街

す
る

に

つ

S
で
は
特

恵

を
奥

ふ

p,(/
き
袋

物

を
選
拝

し
'且

つ
相

手
随

に
よ

-
差

別
的

に
之

を
輿

ふ

べ
し

だ

い
ふ

こ
と

に
在

っ
た

の

で
あ

る
O

抑
'印

度

の
貿

易
状
態

を
見

る

に
p大
髄

製

品

を
翰

ス
L
p原
料
'食

料

を
輸

出

し

て
屠

る
の
で
あ

る
｡

即

ち
輸

入

品

の

七
'八
割

は
製
畠

で
あ

る

か
ら
感

恵

重

義

を
採

用

せ

ば
相

手
国

の
受

-

る

利
益

は
大

で
あ

る
O

鹿

が
印

度

の
輸

出

品

の
七
割

は
原
料

及

食

料

で
あ

っ
て
此
等

は
大

醍
無

税

又

は

軽

枕
を

課

せ

ら

れ

て
居

る

に
過

ぎ

覆

い
か
ら
､外
囲

に
於

て
特
恵
陳

稔

を
適

用

せ

ら
れ

て
も
此

に
依

b
印

度

の
受

-

る
利

益

は
少

い
｡

l
例

だ
し

て
英

本
国

だ

の
陶

係

を
述
ぶ
れ

ば

印
度

が
特
恵
陶

殻

を
採

用

す

る
寄
ら

ば
'英

国

に
於

て
茶
'
n
-

ヒ

'煙
草

に

つ

い
y
P特
恵
陶

夜

の

弟
三
十
五
番

(
三
八
三
)

姶

孜

英
領
印
投
の
駆
税
政
麓

第
三
筋

五

一



第
三
十
五
懸

(
三
八
四
)

論

説

英
領
印
度
の
閲
穂
波
菜

第
三
鍍

五
二

適
用

を
受

-

る

rJ
tyJ
が
出
凍

て
'六
牙

の

1
の
孜

を
軽
城
せ

ら
れ

る

が
'此

等

は
印

度

に
対

し
賓

際

上
犬

在

る
利
益

を
斎

n
覆

い
o

之

に
反

し
印
度

は
英
周

に
著

し
特
恵

を
輿

ふ
る
徐

地

が

頗

る
多

い
の
で
あ

る
O

然

し
特
恵
掬

税

は
印

度

工
業
保

護

の
目
的

に
背

馳
し

て
は
な

ら
老

い

換

言
す

れ
ば
'特

恵

を
輿

へ
て
も
房

且

つ
印
度
内

地

の
塵

葉

を
保
護

し
得

る
や

う

に

l
般
税

率

を
定

珍
て
置

か
ぬ
ば

覆
ら

沿
｡

徒

つ
ttJ
特
恵
観

以
外

に
課

す
る
税

率

は
保
護

に
必
要

在

る
程

度

以

上

に
定

め
在
け
れ
ば

怒
ら

沿
｡

こ
れ

は
滑

豪

君

の
負
糖

を
増
加

す

る
も

の
で
あ
る
J

従

つ
V
特
恵

は
凡

て

の
貨

物

に

つ

S
て
輿

ふ

.,(
さ

で
は

な

-

雪
比
較

的
少

数

の
貨

物

に
限

る

べ

き

で
あ

る
｡

而

し

て
か
1
る
貨

物

を
選

む
に
替

っ

て
は
英

随

の
製

造
業

者

が
既

に
印

度

市

場

の
大
部
分

を
得

意

だ
L
t特
恵

を
輿

ふ
れ

ば
早

-
印
度

市
場

の
各

部

に
手

を
延

し
泊
墾

者

の
負

糖

を
速

に
軽

-
し
得

る
や

う
な
も

の
を
選
.ぶ

べ
き

で
あ

る
o

け
れ

や

も

か

ヽ
る
工
業

は
甚

だ

少

S
o

英
国

だ
し

て
酵
素

を
輿

へ
ら

る

1

rJ
亡
を
欲

す
る
鶉

の
ほ
'染

料
'自

働
車
'電
気
機

械
'煙

草
'粟

財
'ゴ

ム
タ

イ

ヤ
等

で
あ

る
O

此

外
'銭
及
鋼

域
､機

械
､金

物
元

物
等

に

つ

い
て
も
'英

国

は
来

観

の
遼

寧
を

受
け

叉
綿

麻
'綿

布

に

つ

い
て
は
多

少

日
本

の
競

肇

を
受

け

て
居

る
か
ら
,印
度

が

保
護

政
策

を
探

る

に
至

っ
た

在
ら

ば
､此
等

の
物

に

つ

S
て
も
赫
悪
掬

祝

を
求

ひ

る

に
至

る
で

あ

ら

う
O

而
し

て
如
何

な
る
貨

物

に

つ
き

如

何

程

の
特
恵

が
輿

へ
ち

る

J
か
は
廟

観
委

員
脅



の
決

定

に
依

る

J,(
き

も

の

だ
せ

ら

れ

て
居

る
｡

七

次

に
輸

出

税

は

印
度

に
於

で
早

-

よ

pO
存

在

し
.
1
時

は
米

の
翰

出

故

の
外

層

止

せ

ら

れ

髭

が
盛

時

財
政

の
必

要

に
迫

ら

れ

て
夏

に
復

活

し

た

こ

己
は
前

に
述

.,(
光

庭

や
あ

る
｡

紗

も

現

今

輸

出

枚

は

米
虎

料

真

底

及

び
黄

麻

製

品
'琴

及

び
軟

度

に
暫

し

課

せ

ら
れ

て
居

る
｡

然

し

大

髄
.輸

出

税

は
吸

入

増

加

の
目
的

の
場

食

で

も
良

き
7g
の

で

は

覆

S
L
を

れ

は

喝

占

品

の
外

は

内

地

塵

産

着

に
鞄

嫁

せ

ら

れ

て
鎮

座

の
発

達

を
阪

ぐ

か

乙

ビ
が

普
通

で

あ

る

か
ら

で

あ

る
O

加

之
'印

度

の
場

食

に
は
輸

出

の
汝

少

に
依

-
輸

入
超

過
を
惹

起

す

る

か

ら

で

あ

る
O

輸

出

後

が

産

業

保

護

の
褒

め

に
課

せ

ら

れ

る

場

倉

で

も
女

等

し
-
良

き

も

の

で

は

宣

5'rJ

そ

れ

は
外

観

の
反

感

を

惹

起

L
a内

地

生

産

者

を
害

し
(且

つ
保
護

の

目
的

を
蓮

｡

す

る

に
有

効

有

ら

し

め
ん

が
褒

め

に

は

甚

だ

高

-

せ

ね

ば

在

ら

沿
傾

向

が
あ

る

か
ら

で

あ

る
O

従

っ
て
輸

出

敬

は
印

度

猫

宙

品

叉

は
竿

職

責

品

に

射

し
､財

政

の

目
的

の
盛

砂

に
低
率

を
訣

す

る

場
各

の
み

是

認

せ

ら

る

べ
q
u
で

あ

る
O

fJ
紅

を
具
醜

的

に

言

へ
ば
真

底

の
輸

出

枚

は

之

を
酸

僚

す

る

も

可

在

れ

管

茶

の
輸

出
税

は
之

を
感

止

す

べ
き

で

あ

る
｡

茶

は
印

度

鶴

占

品

で

は

在

-

V
.之

が
輸
出

を
妨

ぐ

る

乙

と

ド

依

っ
て

瓜
唾
茶

の
勢
力

範

囲

を
按

張

さ
す

か
ら

で

あ

る
O

水

も
亦

印

度

の
輝

占

第
三
十
五
番

二
二
八
五
)

論

鵠

英
領
印
度
の
関
税
政
策

第
三
枚

五
三



第
三
十
五
箇

三

八
六
)

論

説

英
領
印
度
の
関
税
政
策

第
三
戟

五
四

品

で

な

い
が
､印

度

の
麓

等

観

光

る
印

度

支

那
'遊

藤

も

翰

氾

税

を

課

し
て

居

り
'且

つ
輸

出

税

率

は

小

で

あ

る

か

ら
好

源

bJ
L

で
残

し

露

-

も

可

で

あ

る
O

獣

皮

の
輸

出

税

は

保

護

税

で

あ

る

か

ら
'不

可

で

あ

る
C

只

印

度

の

山

草

度

は

多

少
尋

渦

古

性

を

有

す

る

か
ら
'陶

枕

委

員

倉

が

通

常

己

認

ひ
れ

ば

低

率

を

課

す

る

も

よ

い
へJ

其

他

の
獣

皮

の
輸

出

税

は

唇

止

す

F'(
さ

で

あ

る
0

其

他

現
在

迄

提

議

さ
れ

た

る
棉

荘
'油

種

子

及

び
小

変

の
輸

出

税

に
は

反

射

で

あ

る
｡

差

別

鎗

出

祝

も

亦

不

可

で

あ

る
｡

こ
れ

は

!
九

二

一
年

九

月

国

際

聯

盟

の

偶

雀

済

財
政

委

員

骨

の

原

料

翰

出

禁

止

及

び
差

別
待

遇

麿

止

の
決

議

に

反

す

る

か

ら
'邑

む

を

得

ず

報

復

手

段

だ

し

て

問

ふ

る
外

濫

ち

に

設

-

べ
き

で

は

覆

S
c

従

っ

て
現

街
軟

度

の
特

恵

翰

出

磯

は

麿

虹

す

べ
き

屯

の

で

あ

る
｡

(謹

〓

最

後

に
内

地

洞

嚢

磯

の
問

題

は

種

々

の
経

緯

及

び
歴

史

を
有

す

る

が

凡

て
此

等

を

離

れ

で

令
-

新

し
さ
問

題

だ
し

て
取

扱

ふ

べ
き

で

あ

る
O

此

間

題

に

つ

い
て
開

聴

委

員

倉

に
調

査

を

食

じ
東
提
嚢

に
濃

き

て
譲

合

が
之

を
審

議

す

べ

き
で

あ

る
O

然

し

大

腰

に
於

て
綿

布

油

菜

枚

は

之

を
撒

贋

す

る
を

可

と

す

る
｡

八

印

度

財

政

嗣

登

倉

の
報

告

に

基

き
､打

良

の
陶

枕

政

策

を
賓

街

す

る

に

つ

き
節

税

委

員

骨

が



如
何

有

る
決

定

を
寄

し
､印

度

議

合

が
之

れ

に
畢

し
如

何

在

る
態

度

を
採

る

や

は
購

雄

の
問

題

で

あ

っ

V.今
濠

測

す

る

乙

だ

が
出

凍

な

S
け

れ

SJ
も
'兎

に
角

印

度

の
保

護

政
策

及

び
特

恵

重

義

櫨

に
綿

布
ね

費

晩

の
決

定

如

何

は
我

国

の
封

印

賓

要

輸

出

品

た

る
綿

布
.綿

練
'燐

寸
'絹

織

物

椅

子

及

び
碍

子

製

品
喪

大

小
顛
金

属

製

品
'セ

メ

ソ
㌧
被

服

類
示

間

物
'文
房

具
房

糖
'塗

料

及

び

顔
料

電

束

製

品
等

に
重

大

在

る
掬

係

を
有

す

る

を
以

て
本

間

題

の
経

過

に

は
深

甚

在

る

注
意

を

沸

は

ね

ば

怒

ら

の
O

私

見

に
依

れ

ば

我

国

は
徒

凍

産

業

上
後

進

観

の
筆

頭

に
位

し

て
比
按

的

粗

工

発

品

を
後

進

観

光

る
支

那

及

び
印
度

に
供

給

し

て
外

観

貿

易

上

の
利

益

を
特

務

つ
ね

の

で
あ

る
｡

然

る

に

今

や

此

等

の
嶺

遊
園

は

産

業

的

に

も
政

治

的

に

も

負

魔

し

始

め
'自

国

に
於

て
産

業

を

起
し
自

給

の
策

を

立

て
ん

.,J
す

る
兆

候

を

塁

す

る

に

至

っ
た
.

而

し

て
我

観

よ

ra
供

給

す

る
粗

工
業

品

の
如

き

は
閣

僚

其
他

の
保
護

方

法

を

以

て
す
れ

ば
'閣
内

に

て
之

を
生

産

す

る

乙

だ
必
ず

し

も

困

難

で

在

か

ら

う
j

印

準

は
既

に
.上

述

の
如

-

保

護

に
依

っ

て
蚕

業

自

給

を
計

ら

え

ピ
し

て
居

る
C

印

度

の
街

ふ
鹿

又

遠

か
ら

や

し

雪
支

那

の

街

ふ
魔

だ
在

る
で

あ

ら

う
｡

仙
薬

落

ち

て
天

下

の
秋

を
知

る
O

我
国

は
今

に
於

で
'此

の
新

し

さ
形

勢

に
封

臆

す

る

の
策

を
講

せ

懲

は

れ

ば

勝

を
噛

む

も
及

ぼ

取

で
あ

ら

う
｡
(詫
こ
)

而

し

て
之

が
封

鷹

策

と
し

て
根

本

的

に
必

要

孜

第
三
十
玉
食

(
三
八
七
)

論

筑

英
領
印
度
の
関
税
政
策

第
三
張

志
方



弟
三
十
五
番

(
三
八
八
)

論

説

英
領
印
度
の
閲
税
政
策

第
三
戟

五
六

る

乙
W

は

我
国

の
工
業

組

織

を
改

良

し
F労

働

熊

率

を

増
加

し
､漸

次

精

工
業

の
方

向

に
進

む

エ

ビ

で
あ

る
▲〕

又

外

国

に
安
泰

を
移

す

rJ
だ

は
甚

だ

好

ま

し
き

乙

}J
で

は

覆

い
が
'場

令

に
よ
.つ

て
は
印

度

に
我

観

の
資

本

h
l
移

す

rJ
E

を

解

す

.べ
き

で

は

在

S
Ll

此

の
鮎

に

つ

き
て
は
印

度

財
政

調

査

禽

が
外

国

資

本

の
自

由

流

入

に
著

し
'障

害

を
設

-

.,(
か

ら
す

だ
し

て
居

る

の

は
都

食

よ
き

乙

L,J
で

あ

る
､但

し

日
本

の
資

本

計
一英

国

の
資

本

だ
同
様

の
待

遇

を

を

き
し

め
る

に

妙

ね

ば

努

在
ら

沿
｡

上
述

の
如

-
印

度

は
正

に
産

葉

上
'
一
大

轡

化

を
凍

n
ん

と
し

っ

＼
あ

る
U

従

っ

て
此

の
園

の
貿

易
状

態

乃

至
商

業

政

策

に

つ

い
て

は
常

に
深

甚

有

る
注

意

を
沸

ふ

'べ
き

で
あ

る
′

然

る

に
後
家

我
観

官

民

の
印
度

の
関

稔

改

正
其

他

に
動

す

る
態

度

動

79
す
れ

ば

手
遅

れ

の
城

が
あ

る
.

叉

我

国

の
政

策

に

つ
Qn
J
訳

解

を
抱

か

し

め

て
居

る
鮎

を
き

に

あ
ら

ず
｡

従

っ

て
私

は
印

度

貿

易

に
関

係

あ

る
有
髄

在

る
商

工
業

者

が
印

度

威
容

圏

を
倖

つ

V
.彼

の
地

に
渡

り
賓

際

上

の
調

蒼

を
逐

ぐ

る

A,J
共

に
､両

国

民

の
接

触

に
依

っ

て
誤

解

を
解

き
親
.書

を
進

め
､印

度
陶

稔

政

策

及

び
其

影
響

を
緩

和

す

る

に
努

ひ

る

rJ
だ
甚

だ

必

要

有

-

ビ
信

じ
'此

の
横

倉

に
此

を
提

言

せ

ん

だ
欲

す
あ

り

で

あ

る
O

へ註

1
)
衆
論
筑
後
韓
外
電
報
の
報
ず
る
濃
に
儀
れ
げ
印
皮
は
獣
皮
の
稔
出
校
.8,五
分
に
引
下
げ
､
六
月

1
日
よ
り
之
各
軍
施
す
ろ
こ
き
～
な
つ
デ

と
の
こ
と
で
あ
る
O

(証
二
)
虎

の
鮎
ti

エ
コ
ノ
JJJ
ズ
･L
第
六
蚊
及
び
七
既
視
戟
拙
稿

｢
我
国
経
済
常
連
の

1I
時
期
｣
に
槍
詳
し
-
述
べ
て
居
ろ
O
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